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本書は、ギリシャNanoPhos 社が製造する「SurfaPore C」浸透性コンクリート保護材の取扱い及び施工について記すもの
です。
本文の内容はNanoPhos 本社が発行した英文資料を翻訳引用した上で、実際日本国内で施工した、実例に沿った内容を新
たに書き加えております。
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1. 材料取扱い上の注意事項

吸入したり皮膚に触れたりすると、中毒やかぶれを起こす恐れがありますので、材料ご使用前に必ず下記の
注意事項をお読み頂き、適切な取扱い方法で、安全に作業を行なって下さい。

注意

◆　火気注意
◯使用する材料類は引火性の無い不燃材ですが、ポリ容器入のため火気近くで保管すると変形、溶液の膨張破裂等の事故
が考えられますので、火気近くでの保管は避けて下さい。
◯万が一の火災に備えて消火器（粉末・泡消火薬剤などの適切なタイプ）を用意して下さい。

◆　換気対策
◯通風性の悪い場所（槽内など）で作業する際は、酸欠防止のため、送風ファンを使用して換気を十分に行なって下さい。

◆　保護具の使用
◯材料類が皮膚に接触すると、発赤やかぶれなどの皮膚炎症が出ることがありますので、材料取扱い時は、保護手袋・保
護衣を着用して下さい。
◯材料類が飛散して目の中に入るのを防止するために、保護めがねを着用してください。
◯作業前に保護クリームを手に塗ることも、材料が直接皮膚に侵入しないため炎症防止の効果があります。

◆　材料の付着・吸引時の処置
◯皮膚に付着した材料を落とす時は、溶剤を使用せず、石けんや洗剤を使用して水で十分に洗い流して下さい。
◯皮膚に痛みや炎症が発生した場合には、速やかに医師の診察を受けて下さい。
◯目に入った場合には、多量の清浄な水で洗い流し、速やかに医師の診察を受けて下さい。
◯材料から発生する蒸気・噴霧ガスなどを吸い込んで、気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、速や
かに医師の診察を受けて下さい。
◯誤って飲み込んだ場合には、速やかに医師の診察を受けて下さい。

◆　材料保管
◯直射日光・雨・雪の当たらない屋内に保管して下さい。
◯加熱される場所や火気の周囲には保管せず、5℃以上 25℃以下の温度で保管して下さい。
◯容器は密栓した状態で保管して下さい。
◯子供の手の届かない場所で保管して下さい。
◯消防法の規制はありません。

◆　その他の注意
◯材料の計量・小分け作業は。ビニールシートなどの養生シートを敷いた上で行い、材料がこぼれた場合は、ウエス等で
拭き取って下さい。
◯材料の残材、材料の付着したウエスなどは密栓した状態で保管し、廃棄する時は、廃棄物処理業者に委託して下さい。
◯空ボトルの処理は、完全に内容物を出した状態で、廃棄物処理業者に委託して下さい。
◯指定された材料以外のものと混合しないで下さい。
◯本来の用途以外の目的に使用しないで下さい。
◯ボトル上部の細幅の器具により吊り下げて、材料ボトルの荷揚げ作業を行う場合、取っ手がボトルから外れることがあ
りますので、十分注意して下さい。
※詳細な内容が必要な場合には、製品データシート（SDS）を参照して下さい。
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コンクリート表面

多孔質表面にナノ粒子が細孔をコーティングして、
疎水性を発揮します。

SurfaPoreCが機能し続ける一方 で、多孔質表面は「呼吸」できます。

疎水機能

UV照射や雨から素材の劣化を保護します。 SurfaPoreC
ナノ粒子

結合機能

疎水性機能が高い。

コンクリートのクラックにも浸透させない。
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SurfaPoreC

0.1L~0.125L

夏場躯体温度が高い場合、塗布すると直ちに水分が蒸散し、Surfa Pore C が深く浸透しない恐れが有り
ます。（推奨温度５℃～ 35℃）

夏場など躯体温度が高温になっている場合、Surfa Pore C 塗布直後に水分が蒸散してしまい、さほど浸透せず表面近くで撥水層
が形成される恐れが有ります。表面が完全乾燥する前（濡れ色が残ってる ) に直ちに塗布して行きます。

環境

環境

)



)

5



) ※2 )

pH= 7.1
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お問合せ


